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§１．研究実施体制 
（１）「吉川」グループ（産業技術総合研究所） 
① 研究開発代表者：吉川 佳広 （産業技術総合研究所 電子光基礎技術研究部門、研究グループ長） 
② 研究項目 

・光応答性コーティング材料の設計・合成 
・光応答性コーティング材料の物性評価 
・生分解性高分子との複合化と酵素分解 

 
§２．研究開発成果の概要 
本研究では、光をトリガーとして生分解性高分子の分解開始を制御する手法を開発することを目的とした。そ

のために、光刺激によって生分解性高分子の分解を開始する機構を付与することが可能なコーティング材料を

開発する。そして、生分解性高分子表面にコーティング材料を塗布し、光照射による酵素分解の開始制御を目

指した。設定した各研究項目について、代表的な成果を以下に記す。 
 
(1) 光応答性コーティング材料の設計・合成 

高機能な光応答性コーティング材料の獲得を目指し、置換基とその置換位置を変化させたアゾ化合物

を種々合成した。従来の光融解挙動を示すアゾ化合物では、紫外光照射が必須であったが、光応答性

部位の分子デザインを改良・最適化することにより、可視光で光融解挙動を示す新規化合物を合成する

ことに成功した[1]。 
 

(2) 光応答性コーティング材料の物性評価 
アゾ化合物の光融解挙動を再現性高く評価する光学顕微鏡システムを構築した。また、対称および非

対称にメチル基が置換されたアゾ化合物について、走査型トンネル顕微鏡（STM）を用いて二次元構造

を解析した。その結果、非対称的な位置に置換基を有するアゾ化合物の二次元構造と光融解挙動との

間に一定の相関があることが示唆された[2]。 
 

(3) 生分解性高分子との複合化と酵素分解 
光で溶けるアゾ化合物をポリ乳酸薄膜表面にコーティングし、複合膜を作製した。紫外線の照射前に

は、酵素分解が進行しないが、紫外線を照射することにより光応答性コーティング材料が溶け、酵素分

解が開始されることを実証した。 
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